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【全国大会報告】 

日本技術史教育学会 

2018年度全国大会(厚木)開催報告 
2018年度全国大会実行委員会      

実行委員長 岡崎昭仁（神奈川工科大） 

 

日本技術史教育学会の 2018 年度全国大会･研究

発表講演会は､2018 年 12 月 22 日に神奈川工科大

学で開催され､総勢 34 人の方々に参加いただきまし

た｡特別講演には､神奈川工科大学の教授の石綿良

三教授をお招きして､｢なぜ間違いは伝達･拡散する

のか?(流体力学に関する誤認識)｣と題した講演をし

ていただきました｡風船などの実演教材を用いた講演

は大変興味深いものでした｡ 

なお､石綿教授は､講演で使われた実演機材を講

演会場の外に設置してくれ､参加者が休憩時間に体

験できるように配慮してくれました｡ 

一般研究発表講演会では､14 件の研究発表が行

われ､いずれの講演においても真剣な質疑応答がな

され､参加者一同にとって有意義な研究発表講演と

なりました｡併せて､大会運営を支援してくれた学生た

ちからは､分野が多岐に渡り､とても興味深いとの言

葉が聞かれました｡ 

発表は次の通りでした｡まず､午前中は､技術史･技

術文化史のｾｯｼｮﾝから始まり､｢曹文ﾀﾞﾑ建設をめぐる

諸問題｣(武長玄次郎会員他 1 名)と題する発表から

始まり､｢戦前･戦中の戦闘機開発に見る開発力の比

較｣(著者)､｢鉱山地図の検証Ⅱ-佐渡金銀山大滝間

歩および弥吉間歩-｣(久間英樹会員他 1 名)の 3 件

の発表と特別講演がありました｡  

午後は､技術論･科学教育･技術教育の

ｾｯｼｮﾝから始まり､｢機械製図の文化の変

革に関する研究 第 17 報 製図の文化･

製図論について(その 4)｣(平野重雄会員

他 3 名)､｢各種機器分析の化学史と化学

分析手法を工学教育に活用する一考察-

応用化学の実用化の過程を核に､生徒の

好奇心を引き出す高等学校理科授業実

践-｣(丸山晴男会員他 1 名)､｢機械工学教

育の教材として使用可能な小型競技用電

気自動車の開発｣(高峰会員)､技術論･技

術文化のｾｯｼｮﾝでは､｢ﾊﾟﾈﾙ型ｿｰﾗｰｸｯｶ

ｰの梱包箱への応用｣(中條祐一会員)､｢日本におけ

る大規模風力発電導入の歴史(第 2 報)｣(牛山泉学

会長他 1 名)､｢東京荒川区における野菜生産｣(吉田

喜一会員)､｢ﾌﾞｰﾀﾝと日本の技術交流小史(第 7 号)

ﾌﾞｰﾀﾝの GNH 思想とﾛﾊﾞｰﾄ･ｵｰｳｪﾝの環境決定論の

技術史的な一考察｣(白井一会員)､技術史･技術文化

史Ⅱのｾｯｼｮﾝでは､｢ﾀｸﾗﾏｶﾝ砂漠の謎の民-ｱｰﾘｱ系

民族とその技術-｣(下間頼一会員他 2 名)､｢古代ﾒｿｱ

ﾒﾘｶ文明遺跡の実地調査研究-第 3 報 古典期最大

の国際都市･ﾃｵﾃｨﾜｶﾝ文明-｣(渡部紘一会員)､｢中

国の石造ｱｰﾁ橋の実地調査研究-京杭大運河北端

の通恵河に架かる永通橋(通称:八里橋)-｣(南正晴会

員他 1 名)､｢芥川龍之介｢ﾄﾛｯｺ｣と豆相人車鉄道｣(山

舘順会員)と 11 件の発表があり､午前と午後で合計

14 件の発表となりました｡ 

特定の専門領域に限定されない発表は､質疑も示

唆に富み興味深いものがありました｡ 

全国大会初日の講演発表日程終了後は､厚木市

内を展望できる会場にて懇親会が開催されました｡懇

親会では､石綿教授の｢流体力学的な余興｣が行わ

れ､参加者一同盛り上がりました｡翌日の見学会を含

め､全国大会を無事開催することができ､実行委員一

同大変嬉しく感じ､皆様のご協力に感謝し報告と致し

ます｡                     2019 年 1 月 
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【 見学会報告 】 

     日本技術史教育学会2018年度 
     全国大会（厚木）見学会報告 

 

岡崎昭仁（神奈川工科大） 

 

見学を企画するにあたり､行先を決めるのに迷った｡

開催地の厚木を知ってもらう､織物の街である半原､

駒作り職人がいる大山､三渓園と港町の横浜等々､選

択肢はいくつもあった｡三連休中でもあり､混雑する可

能性はあったが､電車の乗り換えも少なく､知名度の

高い箱根に決めた｡箱根と言えば温泉である｡そこで､

温泉の歴史を訪ねることにした｡ 

9時半に小田原駅に集合､ここは小田急線､箱根登

山鉄道線､JR東海道線､東海道新幹線が乗り入れて

いる｡集合の後､箱根登山鉄道(一般的な四両編成の

｢電車｣)で箱根湯元駅へ向かった｡ 

人通りが多い中､徒歩で｢箱根温泉発祥の碑｣へ向

かった｡さすがに技術史の学会､ここでは参加者の皆

さんが熱心に撮影をされていた｡それにしても人が多

い､さすがに連休中の｢世界の箱根｣である｡ 

続いて､昔は旅人が通ったと思われる旧街道を見

ながら､｢箱根町立郷土資料館｣に向かった｡ここでは､

学芸員の野坂氏が約1時間に渡り丁寧に箱根の成り

立ちを説明してくれた｡奈良時代には既に温泉場が

あったと江戸時代の書物に書かれているとのことで､

古くから温泉場があったようである｡江戸時代には､

｢箱根七湯｣(湯元､塔ﾉ沢､堂ヶ島､宮ﾉ下､木賀､底倉､

芦之湯)が絵図に描かれ､お湯が江戸城に献上され

るなどし､現代で言うｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ(絵巻)を確認できた｡ 

明治時代になると､人力車や馬車には箱根の登山

道は適しておらず､この問題を福沢諭吉が新聞に投

書し改善を求めた｡地元の旅館主などが立ち上がり､

道が整備され通行料を徴収する日本初の有料道路

が整備された｡やがて､外国人が避暑に訪れるように

なり､富士屋ﾎﾃﾙと奈良屋の宿泊客争奪戦が起こり､

それぞれ､外国人向け､日本人向けと棲み分けをした｡

その後､外国人や国内の著名人は､箱根に別荘を持

つようになり､温泉掘削技術の進歩と箱根登山鉄道

の開通により､強羅などの別荘地が開発された｡箱根

登山鉄道は大正8年には現在のﾙｰﾄになった｡ 

戦後は交通網の発達に伴い､小田急(東急)と西武

の熾烈な競争が起こり､｢箱根山戦争｣と呼ばれ､本に

なり映画にもなった｡今では､箱根は十七湯(一説には

二十湯)を数え､一大温泉地である｡ 

学芸員の野坂氏には大変お世話になった｡参加者

の先生方は好奇心旺盛なので､説明を聞きながら､自

身の足でも見学していた｡さて､｢箱根の温泉の成り立

ちを学ぶ｣目的達成である｡ 

一向に止まない雨の中を箱根湯元駅へ戻った｡こ

こから箱根登山鉄道(元祖登山鉄道)に乗車した｡向

かうは終点の強羅駅である｡車内は満員である｡海外

からの観光客が半数程度であろうか｡若い中国人の

女性が高齢者に席を譲っていた｡これから､鉄道とし

ては日本一の勾配を登っていく｡ 

先ず､塔ﾉ沢駅を出ると出川信強場に停車､ﾎｰﾑは

あるが乗降ﾄﾞｱは開かない｡ﾎｰﾑ上を運転士と車掌が

歩いている｡進行方向を変え､｢ｽｲｯﾁﾊﾞｯｸ｣である｡隣

の線路には､下り電車が並んだ｡間もなく､車内の案内

表示板も向きが変わることに気づく｡その後､大平台

駅､上大平台信号場と計3回のｽｲｯﾁﾊﾞｯｸを行って強

羅駅に到着した｡｢3度のｽｲｯﾁﾊﾞｯｸを体験する｣目的

達成である｡ 

強羅も人､人､人である｡以前､ここには会社の実験

車両(大型ﾀﾞﾝﾌﾟｶｰ)で来たことがある｡食事を済ませ

て｢強羅公園｣へ入園すると雨足が激しくなり､雨宿り

がてら園内の温室を見学することにした｡時勢柄､ﾎﾟｲ

ﾝｾﾁｱを使ったｸﾘｽﾏｽのﾓﾆｭﾒﾝﾄがきれいであった｡

園内を散策､諸説あるが､岩がｺﾞﾛｺﾞﾛしているから､

｢強羅(ごうら)｣という地名になったそうである｡園内の

奥へ来たところで､昔を思わせる大きな岩が沢山見ら

れ､昔の強羅の姿を想像しながら､どのようにして大き

な岩を運んだのか､参加者一同で議論しました｡ﾋﾟﾗﾐ

ｯﾄﾞ建設のようにそりで運びだしたのか､熱して水をか

けて割って小さくしてから運んだのか等々､話は尽き

なかったが､｢開発前の強羅の姿を見る｣目的達成で

ある｡ 

帰りの途､強羅駅で電車を待っていると､到着したｹ

ｰﾌﾞﾙｶｰから沢山の人が降りてきて､ﾎｰﾑは人で一杯

になった｡まるで朝夕の新宿駅のようである｡勿論､帰

りの電車も満員､これだけの人が乗っていれば箱根も

安泰だと思った｡ 

午後4時頃､小田原駅で解散､参加してくれた先生

方と箱根町立郷土資料館の野坂氏に感謝します｡箱

根に興味のある方は､各温泉地を歩いてみると発見

があり､面白いのでお勧めします｡     2019年1月 
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【支部行事開催案内】 

日本技術史教育学会 関西支部2018年度総会(通算第16回) 

研究発表講演会(通算第12回)開催案内 
支 部 長 渡部 紘一(元 松江高専) 

幹    事 南 正晴(元 三菱重工) 

 

主  催：日本技術史教育学会,同 関西支部 

協  賛：技術文化史研究会,日本ﾒｶﾆｽﾞﾑｱｰﾂ研究会 

日  時：2019年3月10日(日)  9:50～17:30 

場  所：大阪産業大学 梅田ｻﾃﾗｲﾄ ｷｬﾝﾊﾟｽA教室 

〒530-0001 大阪市北区梅田1-1-3大阪駅前 第3

ﾋﾞﾙ19階(同封の参加申込書裏面に地図記載) 

TEL: 06-6442-5522,FAX: 06-6442-5524 

http://www.umeda-osu.ne.jp/ 

 

《 プ ロ グ ラ ム 》 

受付開始 9:30より 

(講演開始後は会場内後方で随時受付) 

開会挨拶 9:50～9:55 

関西支部長 渡部 紘一(元 松江高専) 

 

【研究発表講演(1)技術文化史Ⅰ】 

   座長 山岡 章宏(技藝工房ﾏﾌﾟｱﾝ) 

(1)10:00～10:20 北ｲｴﾒﾝにｷﾞﾘｼｬ建築の起源を探る 

  〇下間 頼一(元 関西大学)､塩津 宣子(技術文化

史研究会)､与田 弘子(同左) 

(2)10:20～10:40 時を刻む-香時計に見る古代の技

術- 〇塩津宣子(技術文化史研究会)､下間 頼

一(元関西大学) 

(3)10:40～11:00 古代ﾒｿｱﾒﾘｶ文明遺跡の実地調査

研究－第4報 ﾏﾔ文明古典期の都市(1)･ｶﾗｸﾑﾙと

ﾊﾟﾚﾝｹ－         渡部 紘一(元 松江高専) 

 

【休 憩】11:00～11:10 

 

【研究発表講演(2)技術史･技術文化史Ⅱ】 

  座長  吉田 喜一(元 都立産技高専) 

(4)11:10～11:30 朝鮮における石炭積み出し港の整

備と水陸連絡設備の技術的特徴について－1910

～1945年を中心に－ 井上 敏孝(兵庫教育大学) 

(5)11:30～11:50 国鉄電車ｶﾑ軸制御の技術史調査-

社内ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの記  

真保 光男 (JR東日本ﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ) 

(6)11:50～12:10 内田百閒の初期文章における鉄道 

    山舘 順 (ｻﾚｼﾞｵ高専) 

 

【昼食休憩】12:10～13:00 

 

【特別講演】      座長 渡部紘一(元 松江高専) 

13:05～14:05 科学と考古学 

飛田 正美 (元千葉市立加曾利貝塚博物館 館長) 

【休 憩】14:00～14:10 

 

【研究発表講演(3)技術教育】 

   座長  佐々木 堯(関西大学院生) 

(7)14:10～14:30  都立産技高専･科学技術展示館

の特徴      吉田 喜一(元都立産業技術高専) 

(8)14:30～14:50  ﾌﾞｰﾀﾝと日本の技術交流史(第8

号)ﾌﾞｰﾀﾝの近代化黎明期の教育とﾛﾊﾞｰﾄ･ｵｰｴﾝ

の｢教育観｣ 

   白井 一(NPO法人国際建設機械専門家協議会) 

(9)14:50～15:10  ｢防災｣と｢ﾓﾉづくり｣を連携させた

工作教室の実践       本多 将和 (松江高専) 

【休 憩】15:10～15:20 

【研究発表講演(4)技術文化史Ⅲ】 

   座長  真保 光男 (JR東日本ﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ) 

(10)15:20～15:40  関西鉄道の研究 第4報 二つの

桃山駅について 

   〇山岡章宏(技藝工房ﾏﾌﾟｱﾝ)､坂本 勇(元 大阪

産業大学) 

(11)15:40～16:00  寝殿造の源流についてⅠ-風水

と浄土変相図を中心にして-  

佐々木 堯(関西大学院生) 

(12)16:00～16:20  日本最古のため池『狭山池』誕

生の歴史についての考察 南 正晴(元 三菱重工業) 

 

16:30～17:00 【支部総会】 

17:05～17:15 【集合写真撮影】 

17:30～19:30 【交 流 会】 

「ﾆｭｰ･ﾄｰｷｮｳ 大阪第一生命ﾋﾞﾙ店」(TEL:06-6346-7

451) (JR大阪駅まで徒歩5分､ﾋﾞﾔ･ﾚｽﾄﾗﾝ 飲み放題) 

 

【参 加 費】 

研究発表講演会参加登録費：3000円、非会員も同

額の参加登録費が必要です。 

昼食代：1620円（要予約）同ビル地下１階の飲食店

街が利用できますが混雑が予想されます。別紙の参

加申込書による予約をお勧めします。代金は昼食会

場で各自お支払いください。 

交流会参加費：5000円。 

 

【見 学 会】 

3/9(土)の見学会は､別紙で御案内いたします｡ 
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【 2018 年度臨時総会報告 】 
日本技術史教育学会全国大会(神奈川･厚木)の研究

発表講演会終了後､17 時から臨時総会が開催された｡
第 10 回日中国際会議実行委員会の白井一委員長から
国際会議の会計報告がされ了承された｡また､編集担当
の桑原啓一理事から､資料は査読を不要とすることが
提案され、了承された｡また､企画担当の武長理事から
研究発表講演会の論文ﾍﾟｰｼﾞ数が従来 3 ﾍﾟｰｼﾞまでで
あったが､4 ﾍﾟｰｼﾞまでとする提案があり了承された｡
2019 年機械設計･技術史国際会議の渡部紘一実行委
員長より､会議の進捗状況が報告された｡ 

【 2019 度総会･研究発表講演会講演募集 】 
2019 年度総会･研究発表講演会を下記のとおり開催

いたします｡つきましては研究発表を募集いたしますの
で、ご希望の方は申込期日までに事務局宛お申し込み
ください｡ 
開催期日：2019 年 6 月 8 日(土)，9:00～ 
開催場所：ｻﾚｼﾞｵ高専（会場等は次号ﾆｭｰｽﾚﾀｰ掲載） 
研究発表の申込方法 
① 講演者名（登壇者は会員であること．氏名の前に○

印を付ける)及び所属名
② 主題(ﾀｲﾄﾙ)､副題(ｻﾌﾞﾀｲﾄﾙ)
③ 講演者連絡先(住所･TEL/FAX･ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ)
④ 講演発表時使用機器(ﾊﾟﾜｰﾎﾟｲﾝﾄ等，PC は各自持

参)
上記の①から④までを A4 判用紙に記載し､封書で

学会事務局宛郵送してください｡なお、今回から下記
のｱﾄﾞﾚｽに、件名を「2019年度総会研究発表申込（申
込氏名）」とした添付ﾌｧｲﾙでの申込みも受付けいたし
ます。登壇講演者は 2019年度会費を納入済みである
こと、申込受付後の講演題目変更はできません。
◇研究発表講演申込期限：2019 年 4 月 8 日(月)必着
◇研究発表講演論文原稿提出期限:2019 年 5 月 8 日

(水)必着（原稿未着の場合は講演申込辞退とみなし、
講演論文集への掲載は致しません）

◇研究発表講演申込先：ﾒｰﾙ happyou.jseht@gmail.
com 宛または封書で〒113-0034 東京都文京区湯島
1-12-5 小安ﾋﾞﾙ 6F ㈱ﾌﾟﾗｽ･ﾜﾝ気付 日本技術史教
育学会事務局 2019 年度総会実行委員会宛お送りく
ださい。
講演希望件数が多い場合は研究発表の時間を調整
させていただきます。あらかじめご了承ください｡

【 功績賞･業績賞の候補者募集 】 
日本技術史教育学会規定により､下記の要項によ

り､功績賞･業績賞を募集いたします｡表彰内容､表彰
者資格､表彰候補者の推薦につきましては表彰規定
のとおりです｡ 
1.募集要領

1)A4 判用紙を使用
2)表彰の名称(表彰の種類を明記)
3)候補者の所属､部署､氏名(自薦は連絡先を追加)
4)推薦理由(400 字程度)
5)推薦者の所属､部署､氏名､連絡先(自薦は不要)
6)送付先:学会事務局宛、「表彰応募」と封筒に朱
記して郵送
〒113-0034 東京都文京区湯島 1-12-5 小安ﾋﾞﾙ
6F (株)ﾌﾟﾗｽ･ﾜﾝ気付 日本技術史教育学会事務局

2.募集期限 2019 年 4 月 18 日(月)消印有効（厳守)
3.問合せ先 学会事務局宛､FAX でお願いします｡

FAX：03-3835-2494
4.贈賞､表彰時期 2019 年度総会
5.その他 表彰規定については学会誌をご参照くだ

さい｡学会ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞにも掲載されています｡

【 理事会議事録 】 
◆第154回（通算197回）理事会

日時:2018年12月8日(土),15:00～18:00,場所:
 場所：ｻﾚｼﾞｵ高専1階104室（事務会議室）,出席
者:堤・鈴木・山舘・武長・岡崎・桑原・中條･穂積 
議題 0) 前回(第153回)議事録案承認,1)各部門報
告<総務(ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ更新確認、会員動向､会費納入
状況)､編集(学会誌､ﾆｭｰｽﾚﾀｰ編集関連)､企画
(2018年度全国大会開催､2019年度総会開催)、関
西支部(2018年度関西支部総会開催）>,2国際会議
開催実行委員会報告,3)創立25周年に向けて,4）そ
の他，5)次回理事会:2019年2月開催予定 

【 2019年度会費納入のお願い 】 
 2019年度会費の納入を、同封した振込用紙により
お願い致します。本学会の運営は会員の皆様の会
費でおこなわれています。2018年度までの会費未納
の方も、早急な会費の完納にご協力ください。 

【 編 集 後 記 】 
2019年度総会・研究発表講演会は東京のｻﾚｼﾞｵ

高専で開催いたします。皆様のご講演申込みとご参
加を実行委員一同お待ち致しております。国際会議
を関西大学区（大阪）に於いて開催する予定で準備
を進めております｡会員の皆様のご参加をお待ちして
おります。                      (穂積洋一) 
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